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要は以下の通り。 
 
（1）調査対象：国立大学附属小学校 6 学年（小学 1
年生～6 年生），2 校 
調査時期：2014 年 12 月 
調査条件：作文の題は「ぼくの／わたしのがん
ばったこと」，作文作成時間は説明も含めて







































































































 表 2 をグラフにすると以下のようになる。 
 
図 2 「感情」型表現の出現頻度（1 千文あたり） 
 
図 1 感情・感覚・評価を表す表現の分類 
 
表 2「感情」型表現の出現頻度（1 千文あたり） 
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表 3 「反応」型表現の出現頻度（1 千文あたり） 
 
 
図 4 「反応」型表現の出現頻度（1 千文あたり） 
 
課題作文の感情・感覚・評価を表す表現の使用状況 



























形容動詞（以下の表 4，5，図 8 で括弧書きで示す）
が併存していることも注目される。それぞれの語の




















1 2 3 4 5 6
緊張する ドキドキする










1 2 3 4 5 6
驚く ビックリ・ドッキリする









1 2 3 4 5 6
怒る イライラする
図 7 怒る：イライラする 
 
表 4 「評価」型表現の出現頻度（1 千文あたり） 
 
（括弧の語は形容動詞）
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 表 5 をグラフにすると以下のようになる。 
 


































































表 5 「評価」型表現の出現頻度比（1 千文あたり） 
 
課題作文の感情・感覚・評価を表す表現の使用状況 






































*3 小学校 1 年用が 240 字（15×16）小学校 2 年用
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